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様式第２号（第８条関係） 

会議の概要報告（案） 

１.会議の名称 令和７年度 第１回 甲賀市少年センター協議会 

２.開催日時 令和７年６月２３日(月) １０時００分～１１時３０分 

３.開催場所 甲賀市西部コミュニティセンター「みなくるプラザ」鹿深ホール 

４.議題 令和６年度甲賀市少年センター活動状況について 

令和７年度甲賀市少年センター活動計画について 

５.公開又は 

非公開の別 

 
公開 

６.出席者 《協議会委員》 

 甲賀警察署生活安全課             課長  杉橋 学 

甲賀市保護司会                会長  廣瀬 喜樹 

甲賀市民生委員児童委員協議会連合会     副会長  瀧井 ちづる 

 甲賀市更生保護女性会             会長  渡邉 満栄 

 甲賀市少年補導(委)員会            会長  中井 徳昭 

 甲賀市青少年育成市民会議          副会長  中井 れい子 

 甲賀市ＰＴＡ連絡協議会            顧問  戎脇 浩 

甲賀市小学校校長会              教頭  松永 大樹 

 甲賀市中学校校長会              校長  赤尾 優文 

 甲賀地区高等学校等生徒指導連絡協議会     校長  吉嶋 幸子 

甲賀公共職業安定所         統括職業指導官  森下 睦子 

 市民環境部生活環境課             課長  方山 淳 

 健康福祉部家庭児童相談室           主査  安村 将之 

こども政策部発達支援課            課長  福田 かおり 

教育委員会事務局学校教育課学びの多様化推進室 室長  山上 博之 

《事務局》 

 教育委員会事務局               次長  前田 正 

 教育委員会事務局社会教育スポーツ課      係長  川上 真祐 

教育委員会事務局社会教育スポーツ課      主査  木下 美奈保 

少年センター                 所長  大澤  崇 

少年センター(司会)              次長  安田  諭 

少年センター          無職少年対策指導員  松並 純子 

７.傍聴者 ０人 

８.会議資料 資料１ 甲賀市少年センター協議会委員名簿 

資料２ 甲賀市附属機関の会議の公開等に関する指針 

資料３ 令和６年度甲賀市少年センター活動状況 

資料４ 令和７年度少年センター事業計画 

資料５ 甲賀市少年センター条例 

資料６ 甲賀市少年センター条例施行規則 

９.議事の結果

概要 

１．令和６年度甲賀市少年センター活動状況について … 承認 

   事務局：資料３により説明 

２．令和７年度甲賀市少年センター活動計画について … 承認 

   事務局：資料４により説明 

１０.その他 報告 

１.甲賀警察署管内少年非行の状況 

甲賀警察署 杉橋生活安全課長より説明 

２.甲賀公共職業安定所管内の就労状況 

甲賀公共職業安定所 森下統括職業指導官より説明 



P2 

 

【議事に対する質疑応答】 

議 長： 

 

 

 

委 員： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 長： 

 

 

事務局 

 

 

 

 

委 員： 

 

 

議 長： 

 

委 員： 

 

 

 

 

 

 

只今、事務局から説明がありました内容について、何でも結構ですので委員の皆様の

ご意見等ございますか。 

 

 

小学校の現場からということになるんですけども、子どもたちや保護者さんからのニ

ーズも多様化していますし、小学校の先生たちも諸所に対応していく中で、ややもす

ると迷ったり、いろんな負担がかかったりという場面もでてきたりしております。 

小学校でひとりの担任の先生が、生徒指導事案なり、不登校なり、教育相談事案なり

で、悩みを抱えることなく、組織で対応、チーム学校で対応しようとはよく言うんで

すが、チーム学校と言っても、私が現役時代に担任していた子どもたちとは少し様子

が違っていたり、その子の保護者も様子が違っていたりするので、学校で話していて

もなかなか迷ったりとか、結論が導けなかったりすることが多々あるんですね。そん

な時に、少年センターに聞くんですね。資料の主な活動のところにはないんですけれ

ども、相談に乗ってもらっています。例えば、法的な裏付けであるとか、たくさんの

事例に対応してくださっているわけで、そういう豊富な事案からの助言であるとか、

そういったものをもらえるのは学校としては非常にありがたいんです。それを受け

て、我々は、毅然とした対応ができるというか、その時の反射神経で誤った対応をし

てしまうのではなく、第 3者的な、専門的な立場から助言をいただけるというのは、

学校で子どもたちを育成する教師も、自信というか、毅然とした対応の裏付けという

か、そういう活動というのは非常に助かっていると思っています。 

 

 

ただいまのご意見に対して、事務局から何かありますか。 

 

 

学校からの相談を受けたり、ケース会議に関係機関の一つとして参加する中で、セン

ターとしてできることをやっていきます。今後も学校から連絡をいただければと思っ

ています。 

 

 

学校絡みでよろしいですか。 

 

 

どうぞ。 

 

先生方にお尋ねします。 

一般の保護者の方は、少年センターの存在をほとんど知らないんです。普通にと言っ

たらおかしいかもしれませんが、問題行動が無ければ、少年センターに来ることな

く、高校卒業まで過ごされます。それでも家で細かく困っておられる方がいらっしゃ

ると思います。そんな中で保護者が煮詰まってきた時には、「少年センターというと

ころがあるし、一緒に行かへんか」のような、声掛けとかはしていただいたりしてま

すか。これをしろということではなく、そういった事案はあるのでしょうか。 
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委 員： 

 

 

 

 

 

委 員： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

議 長： 

 

 

 

委 員： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校だけでなかなか解決できないことが多くなってきています。学校も関係機関との

連携をしっかりとすることが言われています。教育委員会の学びの多様化推進室や、

少年センターという機関があるよという話は、相談のなかでもよく出しながら、学校

だけでできることは限られているので、できるだけ関係する機関につなぎ、困ってい

る人をみんなでサポートする体制を作る窓口に、学校がなれたらと考えています。 

 

中学校も今現在、家庭環境が複雑化しておりますので、学校だけでは処理できない問

題も多々発生しております。その時に、この会ですので、本音といいますが、学校現

場でも 20代・30 代前半の若い教員が増えてきた関係で、生徒指導をどのように進め

てよいかわからない、家庭環境の複雑化・発達課題等いろいろな状況があるなかで、

どのような手立てをしたら良いかわからない、と我々管理職のところに相談に来ま

す。こちらが采配を振っていかないと、子どもたちの健全育成にはつながらないの

で、今日来ていただいております、例えば、家庭児童相談室、学びの多様化推進室に

繋ぐなど、関係機関の力を借りながら、そして犯罪行動等もありますので、その時に

は甲賀警察署生活安全課のほうに、生徒指導主事から連絡を入れてもらって、協力を

依頼する、お力添えをいただいている、という関係です。中学生は様々な問題行動、

昔はおそらく非行問題ひとつやったと思うのですけれど、SNS であるとか、家庭環境

等を含めての大きな問題が、市内 6中学校でほんとに増えてきているな、というのが

現状です。 

 

 

補足させていただきます。 

学校の肩を持つというわけではないですけれど、学校訪問を強化した結果、学校から

ご父兄につないでいただくような事案が増えてきております。それが証拠に、ご家庭

からの相談が増えてきているというような状況がございます。学校の方から、保護者

様に繋いでいただくというケースは増えてきており、そのあたりはうまく機能してい

るのではないかなと考えております。 

 

 

それでは次、どうでしょうか。小学校、中学校ときましたので、高等学校のほうでは

どうでしょうか。 

 

 

高校のほうでは、県立でありますので、県と当然連携しているんですけれども、全県

１区でありますので、卒業後は必ず地域に帰っていきますので、それぞれの地域の外

部機関との連携は非常に重視、大切にさせていただいています。ですので、甲賀市に

居住地を持つ子達についても、やはり、少年センターに、過去にも、現在においても

ご相談させていただいていたケースも多くございますし、子どもの事を一緒に考える

ということで、保護者もそこに同席いただきますので、まずは我々のほうから相談を

したうえで、子どもが実際に少年センターに放課後などに行かせていただいたこと

で、学校に復帰したり、あるいは社会の方につながって、また新たな色んな道を見出

していくようなことが、過去にも一定数あります。とても大切な関りであると認識を

して、どの学校も教育活動の中でお助けいただいているところです。 
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議 長： 

 

委 員： 

 

 

 

 

 

 

事務局： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 長： 

 

 

 

 

他の委員さんから、何かございますでしょうか。 

 

資料 3の相談件数を見たときに、中学生、高校生は想像がつくところはあるのですが、

小学生の相談事案というのはどのような事がありますか。年齢と相談事案の相関関係

というのがまずひとつと、資料 8 のページ最後のところの補導回数というのは補導活

動をしていただいている回数ということで、補導人数というのは実際声をかけた、声

をかける必要があった人数、ということで、頑張っていただいていることがわかる数

字だと思うのですけれど、どのような分析をされておられますか。 

 

県内では小学生の相談対応をしていない少年センターもありますが、甲賀市少年セン

ターは小学校からの相談を受けています。 

一部の学校では暴力事案もあり、対教師暴力につながる反抗的な態度や、授業妨害も

見受けられました。家庭内の問題として金品の持ち出しや、ＳＮＳトラブルなどがあ

り、問題行動の低年齢化傾向が伺えます。 
補導については、中高校生の集団での迷惑行為はほとんど見られません。補導委員さ

んとの街頭補導では、声をかけるような青少年、子どもに出会わないような状況です

ので、市内の補導人数が少ないことは良いことであると言えます。 
 

 

他、何かありますでしょうか。 

では、あとの意見交換のほうでも、ご発言いただける場を設けたいと考えております

ので、議事に対する質疑はこれで終わらせていただきたいと思います。 

皆さんのご協力を持ちまして、スムーズに進行をさせていただけました。本当にあり

がとうございました。これで議長を終えさせていただきます。 

 
【意見交換】 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委 員： 

 

 

それでは、意見交換に移らせていただきます。 

意見交換につきましては、議事内容や報告事項、今後の甲賀市少年センターのあり方

など、様々ご意見をいただけたらありがたいと考えております。 

これからは、フリートーキングで進めさせていただきたいと思いますが、といえども

なかなかご意見、お持ちですけれどもお話できない方もいらっしゃると思いますの

で、ご指名という形でさせていただきたいと思います。 

我々、少年センターにおいて指導している子どもというのは、同じことを繰り返す子

どもさんが多いです。これも指導にセンターとしても苦慮している現状がございま

す。就労や問題行動などにおいても、１回の相談で終わるようなケースはなく、2

回、3回と同様の相談を受け続けている現状がございます。 

これに関連して、特に保護司においては、直接、保護観察指導を受けられた子どもさ

んたちを指導されておられると思いますが、今までお聞きいただいて何かございます

でしょうか。 

 

私どもの場合、湖南市も一緒となるのですが、48名の保護司がおりまして、その半

数が対象者を持っている状況にございます。特に甲賀市で言えば、少年の対象者とい

うのがかなり多くありまして、少年センターには色々と情報をいただいたり、指導い
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事務局 

 

 

 

委 員： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

委 員： 

 

 

 

 

 

 

 

 

ただいたりと非常に助かっています。 

少し大きい括りで言いますと、犯罪をされて、やはり問題なのは、就職といいます

か、仕事がない事が一番の大きな課題であると感じております。今年度、我々も甲賀

市・湖南市の協力雇用主として、受け入れていただいている企業さんが 23社ござい

まして、それの立ち上げ総会というものを、7月に実施をしようとしているところで

ございます。就職を依頼しても、なかなか雇用者同志の横の関係が大事ということ

で、横の連携をしていただくための機会にしたいということで、この 7月に立ち上

げ、これが成功するように現在やっているところでございます。先ほど申しましたよ

うに、やはり就職、信用があるということが、再犯しないためには絶対に必要という

ことで、そういう方向で進んでいきたいと考えておりますので、みなさまのご協力を

お願いしたいと思います。 

 

 

ありがとうございました。 

甲賀市民生委員児童委員協議会連合会副会長、何かございませんでしょうか。 

 

 

正直、民生委員のほうにはこういった相談というのは、あまり無いのです。なので、

そういった事が見えないということが多いんです。だから、小学生の犯罪というか、

色んな問題があるとか、中学生の問題とか、よくお聞きはするのですが、直に私たち

のほうにその情報が入ってくるということは無いです。そういったことは、やはり言

いにくいんですかね。高齢者の相談というのは多く入ってくるのですが、児童とか、

小学生の問題というのは全くって言っていいほど、たまに不登校とか、引きこもりと

かの話はお聞きするんですが、だからどう対処していいのか、少年センターにどのよ

うな事を申してよいのか、分かりかねますので、申し訳ございません。 

 

 

ありがとうございます。 

民生児童委員さんの対象の幅が広くて、非常に広くご活動されているということでご

ざいますので、少年という問題に何か関わることがあれば、またご相談いただければ

なと思います。 

それでは、甲賀市更生保護女性会会長、何かございますでしょうか。 

 

 

私達、更生保護女性会というのは、主に犯罪に陥らない、手前で子どもたちに声かけ

をする活動をしており、あいさつ運動、コミュニティスクールの手伝い、子ども食堂

のお手伝いなどをさせてもらっています。その中で子どもたちのちょっとした異変に

気付いていきたいなというような活動をしております。 

子どもたちに接していると、自閉傾向、グレーゾーンに属するなと思う場合がありま

す。その子どもたちの気になる言動など、保護者が困っておられる場合についても、

少年センターにつないでも良いのかということについても考えています。 
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事務局 

 

 

 

 

 

 

 

委 員： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

委 員： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

委 員： 

 

 

 

ありがとうございます。 

結論から言いますと、繋いでいただいて全然問題ございません。あくまで、私どもの

ほうはご相談者のご意向をまず主として考えますので、何か色んなことでお困りごと

がございましたら、ご意向は尊重いたしますので、ご相談いただけたらなと思いま

す。 

その他、何かございますでしょうか。 

 

 

自分の子どもの中学時代、Ｅ中学校が県下でも荒れた状態で、その子らを小さい頃か

らなんとなく見ているんですけれども、その荒れてた子の中にしっかり稼いでいる子

とかも居て、学歴のある子より、学校もちゃんと行っていないのに我々よりもどんと

成功している人たちが居るからというので、逆に羨ましがっているというような話を

若い人たちの間で聞いたりもします。 

少年センターでお世話になったかどうかは別として、学校もいかない、親にも迷惑か

けてというような子と喋ると、やはりそういうふうな意識は必ず持っているので、い

わゆる立ち直りの例というか、そういう子から今の子どもたちに直接話を聞く場と

か、語り掛けてもらうような機会があっても良いのかなと考えています。また良いご

意見等があれば、よろしくお願いいたします。 

 

 

ありがとうございます。 

それでは、学校教育課からよろしくお願いします。 

 

 

昨年の色んな調査の中で、小学校の対教師暴力であるとか、生徒間暴力というのが、

昨年度、非常に膨らんでいます。その子たちの背景を見ていくと、家庭に色んな実情

を持っていたりとか、悩みを持っていたりとか、小学校だけではなかなか解決できな

い問題がたくさんあるかなと思っています。先日も担当者の会議の中で、手のかかる

困った子というのは、困っている子だ、子どもたちが困っているんだ、という視点を

持って、学校ができることを考えていかないといけないという事を、喋っていたとこ

ろで、学校だけでは出来ないことはたくさんありますので、少年センターとも関わら

せていただきながら、共に子どもたちを見ていくという事を続けていきたいな、と考

えていますので、今後ともどうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

ありがとうございました。 

最後に、関係課から何かございましたら、よろしくお願いします。 

 

 

家庭児童相談室では、色んな問題を抱えているお子さんに対応させていただいていま

す。もちろん、今出ました非行関係だけではなくて、不適切な養育等に関わらせてい

ただいています。そんな中で、昨年度も少年センターとは連携をしながら役割分担と

いう形で、18歳に近いお子さん達というのは過去に壮絶なトラウマがあったりし
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事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

て、少年センターを家庭児童相談室から紹介させてもらうなど、時には一緒に相談を

受けるなどして、お力添えや、ご助言いただくなどして非常に助かっています。  

家庭児童相談室では法的に要保護児童対策協議会というものがございまして、少年セ

ンターにも、学校のみなさんにも、その委員に入っていただいています。 

今後も地域で地域の子どもたちを支えていけるように協働できたらと考えております

ので、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

ありがとうございます。 

ただいまの意見交換で、甲賀市少年センターの運営に関しまして、たくさんのご意見

をいただきました。特に、連携とか、協力とか、そういう言葉が多数出てきたように

思います。我々もそこら辺の問題をしっかりと意識をして、関係機関や団体と連携を

図っていくかというところが課題であると思っております。 

本日出た意見は、本協議会のご意見という形でまとめたいと考えております。 

それでは時間の関係もありますので、その他、事務連絡に移ります。 

何か、事務局から連絡事項等、皆様方のほうで連絡事項等はございますでしょうか。 

 

 

それでは、無いようですので、本日は長時間にわたり、熱心なご意見等、誠にありが

とうございました。 

以上を持ちまして、本協議会はこれで終了させていただきます。 

みなさま、お気をつけてお帰りください。ありがとうございました。 

 

 


